
主な新機能

Ver 9.00



【自動出力（POWER SCREEN）】

「自動出力設定」にて設定変更があった場合、確認メッセージを表示

「自動出力設定」にて、出力除外部門を設定可能に

【その他の強化点】

モデルコメント、棚割画像の一括登録

複数パターンの割付時「数字」の説明を追加

直近過去棚割と台数が異なる場合にメッセージを表示

棚割保存処理に問題があった場合、次回ログイン時にエラー表示

棚割リンクで登録・更新した際に、「商品情報」に該当IDを表示

TP-INOUTの削除コマンド 月指定が可能に

TP-INOUTで閉店処理が可能に

【一括編集】

フェイス数パターンごとの商品一括入換

【棚割操作】

「売価」「原価」を棚割編集画面に反映

検索一覧表示の改善（テキスト棚割判別）

棚の奥行を拡大時、確認メッセージを表示

テキスト棚割に「陳列検索」の機能を追加

【棚割モデル割付】

棚割モデル割付時、複数カテゴリーを選択可能に

「割付状況出力（パターン／店舗）」メニューの追加

【帳票作成】

オーダーブックのカレンダー表示基準を、棚割変更日に変更

「追加変更集計表」-「出力棚割モデル情報」で棚割モデルを

複数選択可能に

登録したIDの一覧表の出力

店舗とパターンの縦横反転（星取表）

任意の文字列、数値による色分け棚割表出力
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進化し続ける店ＰＯＷＥR

店POWER は進化し続ける棚割システムです。
効率的かつ効果的にご活用いただけるよう、ユーザー様からの要望にお応えし、各種機能の改善を
行っております。新規搭載した各種機能が棚割検討のレベルアップに役立ちましたら幸いです。
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2

フェイス数パターンごとの商品一括入換

挿入商品ごとにフェイス数を指定

入換前と入換後のイメージを
実行前に確認可能

１対ｎの商品一括入換機能を強化し、フェイス数パターンごとに一括で商品入換が可能になりました。
【陳列一括編集】－【商品一括入換時（1対n）】に以下のような機能を追加しました。
①削除の商品が陳列している棚割をフェイス数別にグルーピング
②入換前後の陳列イメージと陳列幅を表示

削除したい商品が陳列してる棚割モデルを
フェイス数別パターンで自動グルーピング

入換後の陳列幅合計を確認可能。
入換前より陳列幅合計が大きくなる場合は

赤字で注意喚起



3

「売価」「原価」を棚割編集画面に反映

「画面表示」に「売価」と「原価」が追加されました。
従来、表示は【オプション】‐【詳細設定】の「画面表示」より「売上数量」「売上金額」「粗利額」のみ設定できていました。
新たに「売価」「原価」の項目も棚割編集画面に表示できるようになりました。

売上情報だけでなく、「売価」「原価」を
棚割編集画面で確認できるようになりました。

検索一覧表示の改善（テキスト棚割判別）

棚割モデル検索時の項目に「テキスト棚割」が追加されました。
テキスト棚割で作成したモデルに「●」表示がされ、一目でわかるようになりました。

本機能搭載後にテキスト棚割で保存された棚割が対象です。
本機能搭載前にテキスト棚割として保存されている棚割は、
●表示がされませんのでご注意ください。

●表示を行うには、改めてテキスト棚割で保存を行って
ください。
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【什器設定】-【詳細設定】-「棚情報-棚奥」と【什器設定】-【一括設定】-「棚奥」で、棚奥サイズを拡大した際に
「什器の奥行が拡大されています。在庫編集画面を開きますか？」のメッセージが表示されるようになりました。
これにより、棚奥サイズ拡大時に、最大陳列在庫数の編集もできるようになりました。
※編集前と比べて、縮小した場合は確認メッセージは表示されません。

棚の奥行を拡大時、確認メッセージを表示

テキスト棚割に「陳列検索」の機能を追加

【棚割操作】‐【テキスト棚割】に「陳列検索」が追加されました。
これによりテキスト棚割編集時、「陳列検索」からも商品の検索が可能です。

「はい(Y）」を選択した場合、
在庫編集画面に遷移します。

「共通商品コード」もしくは「プライベートコード」を
入力して検索が可能です。
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棚割モデル割付時、複数カテゴリーを選択可能に

棚割モデル割付時「任意の複数カテゴリー」を選択できるようになりました。
これによって、異なる部門に属するカテゴリーの同時表示や、目的のカテゴリーのみの表示ができるようになりました。

「割付状況出力（パターン／店舗）」メニューの追加

今まで【棚割モデル割付（パターン）】や【棚割モデル割付（店舗）】内「出力」にて出力していた帳票を、
【棚割モデル割付】内のメニューから選択できるようになり、作業ステップを減らすことができるようになりました。

出力内容
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オーダーブックのカレンダー表示基準を、棚割変更日に変更

オーダーブックの自動出力時、カレンダーが「棚割変更月」に変更されました。
例）棚割り変更日が4月、出力日が3月だった場合・・・【Ver 8.00まで】３月のカレンダーが出力

 【Ver 9.00から】４月のカレンダーが出力

「追加変更集計表」-「出力棚割モデル情報」で棚割モデルを複数選択可能に

【集計帳票】-【追加変更集計表】-「出力棚割モデル情報」にて「棚割モデル(n対n)」で比較できるようになりました。
従来は「棚割モデル選択」を1対1のみ選択して比較ができていました。
新たに 「棚割モデル」を複数選択できるようになったことにより、棚割モデルのカテゴリーが分かれたor集約された場合でも
新旧で比較できるようになりました。
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登録したIDの一覧表の出力

「ID管理」で登録したIDの一覧表を出力できるようになりました。（出力方式：PDF、プリンター、XLS、XLSX）

出力内容

店舗とパターンの縦横入替（星取表）

【棚割モデル割付（パターン）】と【棚割状況出力（パターン）】での出力時、パターンと店舗の表示を縦横変更できるように
なりました。

縦：店舗

縦：パターン



8

任意の文字列、数値による色分け棚割表出力

ハイライト機能を使って自由に色分けする「任意分析」に加えて、帳票でも自由な色分け表示が可能になりました。
Excelファイルで作成した任意商品グループを取り込み、棚割指示書の訴求力を向上させることができます。
また、数値による色分け時には、レンジ指定（色分け対象数値範囲）が自由に設定できるようになっています。

■ハイライト（マスターにない、任意のグループの色分け）

ハイライト
色分け

任意グループ
ファイル取り込み

左記に加えて、帳票での色分け棚割出力ができます
。

【Ver 8.00まで】ハイライト
【Ver 9.00から】ハイライト＋帳票（棚割図、棚割表、棚割図表、ゾーニング表）

＋

凡例
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「自動出力設定」にて設定変更があった場合、確認メッセージを表示

【POWER SCREEN】‐【自動出力設定】にて出力内容を変更した際に、「設定」をせずに「終了」した場合でも
確認メッセージが表示されるようになりました。
従来は、「設定」を押下せず「終了」した場合、変更内容が保存されないまま画面が閉じていました。

メッセージが表示されることにより、
変更内容が保存されないまま終了するのを
防げるようになりました。

従来は【POWER SCREEN】-「自動出力設定」で出力除外する部門を設定できませんでしたが、
今後は、出力しない部門を複数選択可能になりました。
※店POWERに【POWER SCREEN】タブがある、リニューアル版のPOWER SCREENユーザー様が対象です。

「出力除外(部門)」の
メニューが追加されました。

POWER SCREENに
出力しない部門を
複数選択可能になりました。

「自動出力設定」にて、出力除外部門を設定可能に
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モデルコメント、棚割画像の一括登録

【一括作成（パターン）】にて棚割モデルコメントボタンと棚割画像ボタンを追加しました。
 設定画面より登録したいコメント、画像の一括設定ができます。

■一括編集

■棚割モデル割付
複数パターンの割付時「数字」の説明を追加

【棚割モデル割付（パターン）】、【棚割モデル割付（店舗）】にて「複数パターンの棚割モデル割付」を許可した場合
画面右下に「数字は割付順序」との表示をし、状態認識に間違いがないようにしました。

【一括作成(パターン)】‐【直近過去棚割の什器情報を使用する】にチェックを入れた際、
直近過去棚割と選択モデルの台数が異なる場合に「直近過去棚割と台数が異なります。続行しますか？」と
メッセージを表示します。

「棚割モデル(パターン)」または「棚割モデル(店舗)」保存中にエラーが発生した際に、
次回ログイン時にエラーメッセージが表示されるようになりました。

「はい」と選択した場合、「ログ情報」に画面遷移し保存処理時に発生したエラー内容を確認できるようになりました。

棚割保存処理に問題があった場合、次回ログイン時にエラー表示

直近過去棚割と台数が異なる場合にメッセージを表示

■メッセージ表示

【その他の強化点】
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TP-INOUTの削除コマンド 月指定が可能に

■TP-INOUT

TP-INOUT設定画面に[削除指示を月単位で指定する]を追加しました。
対象データは、「売上情報」、「過去陳列情報」となり、月単位での指定にて削除処理が実行されます。
設定による削除対象月の考え方については、別途マニュアルをご参考ください。

TP-INOUTで閉店処理が可能に

TP-INOUTを使った閉店処理が可能となりました。
店POWER「閉店処理」と同じ処理をTP-INOUTで行う事ができます。（特定の１店舗を必ず指定）

棚割リンクで登録・更新した際に、「商品情報」に該当IDを表示

棚割リンクを経由して商品情報が登録・更新された場合、【商品情報】-【メンテナンス】の「登録者」もしくは「更新者」が
「棚割リンク」と表示されるようになりました。
これにより、棚割リンク経由での登録・更新なのか判別できるようになりました。

■マスターメンテナンス
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